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日本語実施言語

哺乳類の精巣は、多数の精子を長期間作る。高い生産性の主役は「精子幹細
胞」である。 幹細胞の「自己複製と分化」は、生体の４次元世界（立体＋
時間）でどう実現されるのか？できるだけ先入観を入れず調べると（ライブ
イメージング＋系譜追跡＋数理モデル）、細胞たちの、勝手気ままでしなや
かでしたたかな振る舞いが見えてきた。さらに、幹細胞がゲノムを正しく複
製して次世代に伝える「正確性」の謎について考えてみたい。


